
　

二
月
二
十
七
日
に
開
会
し
た

二
〇
一
八
年
第
一
回
定
例
県
議

会
は
、
三
月
二
十
九
日
に
す
べ

て
の
議
案
採
決
が
行
わ
れ
、
延

べ
三
十
一
日
間
の
会
議
日
程
を

終
え
ま
し
た
。

　
県
の
新
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、「
復
興
前
進
」、
災
害
か
ら

の
復
興
と
景
気
回
復
を
念
頭
に
、

地
方
創
生
を
強
力
に
前
進
さ
せ

る
と
し
、
対
前
年
度
比
一・二
％

の
伸
び
率
と
な
る
積
極
型
予
算

で
編
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
年
度
は
、
足
下
の
災
害
へ

の
対
応
が
ま
ず
は
第
一
で
す
。

災
害
か
ら
の
早
期
復
興
を
遂
げ

る
と
と
も
に
、
想
定
さ
れ
る
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
も
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
県
内
人
口
推
計
で
は
、
大
分

市
も
含
め
昨
年
は
全
市
町
村
で

人
口
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
経

済
の
活
力
を
維
持
し
つ
つ
、
地

方
創
生
の
取
組
み
の
成
果
を
現

せ
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

以
下
、
新
年
度
の
施
策
に
対

す
る
私
の
所
感
を
述
べ
ま
す
。

■
災
害
か
ら
の
復
興
と
、

防
災
力
の
強
化
等

　
災
害
対
策
関
連
等
の
投
資
的

経
費
は
、
前
年
度
比
プ
ラ
ス
四
・

九
％
の
約
千
三
百
六
十
五
億
円

が
計
上
さ
れ
、平
成
十
五
年
度
以

降
で
最
高
の
伸
び
率
と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
の
災
害
は
、
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
大
き
く
、
河
床
掘
削

や
河
川
拡
幅
を
行
う
ほ
か
、
流

木
対
策
の
た
め
砂
防
ダ
ム
や
ス

リ
ッ
ト
ダ
ム（
流
木
の
堰
止
め
）

の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

未
だ
に
避
難
生
活
が
続
く
方

も
多
く
、
被
災
者
の
生
活
再
建

の
支
援
や
、
今
年
の
作
付
に
間

に
合
う
よ
う
被
災
農
地
の
復
興

が
早
期
に
必
要
で
す
。

■
子
育
て
満
足
度
日
本
一
の
実
現

　
本
県
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

四
年
連
続
で
上
昇
し
、一・
六
五
％

と
全
国
七
位
で
す
。
一
方
、
保
育

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
需
要

は
依
然
と
し
て
高
く
、
現
状
で
は

十
分
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

施
設
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
保

育
士
等
の
人
材
確
保
に
も
力
を

注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
昨
年
の
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
た
「
婚
活
支
援
」
に
つ

い
て
は
、県
が「
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設
置

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

成
婚
に
つ
な
が
る
良
い
「
縁

結
び
」
と
な
る
よ
う
、
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

■
健
康
寿
命
日
本
一
の
実
現

　
栄
養
・
食
生
活
面
で
は
、「
う

ま
塩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
減

塩
一
日
マ
イ
ナ
ス
三
グ
ラ
ム
に
加

え
、「
ま
ず
野
菜
、
も
っ
と
野
菜
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
す
る
野
菜
摂
取

量
一
日
三
百
五
十
グ
ラ
ム
の
取
組

み
を
強
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
面
で
は
、
健
康
ア
プ
リ

「
お
お
い
た
歩
得
」
が
本
格
運

用
を
迎
え
ま
し
た
が
、
よ
り
一

層
の
利
用
者
拡
大
と
特
典
の
充

実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
障
が
い
者
雇
用
率
日
本
一
等

　
昨
年
の
雇
用
率
は
全
国
五
位

で
し
た
。
企
業
へ
の
奨
励
金
制

度
も
創
設
さ
れ
ま
す
が
、
障
が

い
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
企
業
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

が
重
要
で
す
。

　

教
育
現
場
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
生
徒
の
就
労
を
支
え
る

「
高
等
特
別
支
援
学
校
」
の
設

置
に
向
け
た
基
本
設
計
に
入
り

ま
す
。
保
護
者
や
現
場
の
声
を

十
分
に
く
み
入
れ
、
設
置
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
農
林
水
産
業
の
構
造
改
革

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
起
点
の
商
品
づ

く
り
を
基
本
に
構
造
改
革
を
加

速
し
、
生
産
性
向
上
や
高
付
加

価
値
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

水
田
の
畑
地
化
に
よ
る
高
収

益
の
園
芸
品
目
へ
の
転
換
を
図

り
、
販
路
拡
大
や
海
外
市
場
の

開
拓
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
豊
後
牛
が
種
牛
日

本
一
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
し
、

水
産
業
の
養
殖
も
好
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
都
市
圏
の
大
消
費
地
や
海

外
市
場
で
ど
れ
だ
け
伸
ば
せ
る

か
が
勝
負
ど
こ
ろ
で
す
。

■
商
工
業
の
振
興
等

　
経
営
者
が
代
替
わ
り
の
時
期

を
迎
え
、
後
継
者
の
育
成
・
確

保
は
本
県
で
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
技
術
革
新
へ
の

対
応
や
持
続
的
な
経
営
を
ど
う

支
援
し
て
い
く
の
か
、
商
工
団

体
と
の
関
わ
り
が
重
要
で
す
。

　

一
方
、ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
は

大
き
な
予
算
も
投
じ
て
お
り
、

大
分
県
版
第
四
次
産
業
革
命
の

具
体
化
も
問
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
部
門
に
お
い
て

は
、
外
国
人
宿
泊
者
の
伸
び
が

好
調
で
、こ
れ
か
ら
続
く
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
を
機
会
と
し
、
よ
り

一
層
の
誘
客
と
観
光
産
業
の
活

性
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
国
民
文
化
祭
等
の
成
功
と

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に

向
け
た
準
備

　
本
年
秋
に
は
国
民
文
化
祭
・

全
国
障
害
者
芸
術
文
化
祭
が

「
お
お
い
た
大
茶
会
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が

喜
び
、
楽
し
め
る
県
民
総
参
加

の
お
祭
り
と
し
て
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
来
年
の
秋
は
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
本
年
六
月
九
日
に

は
、
そ
の
前
哨
戦
と
し
て
日
本

代
表
と
イ
タ
リ
ア
代
表
と
の
テ

ス
ト
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
分
県
で
は
、
飲
食
店
で
の

多
言
語
表
示
や
土
産
品
等
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
が
ま
だ

ま
だ
十
分
で
な
く
、
外
国
人
客

の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

観
光
関
連
事
業
者
に
対
す
る

県
や
市
町
村
か
ら
の
支
援
や
働

き
か
け
の
強
化
が
必
要
で
す
。

くじゅう連山の
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大分県議会議員 木田　昇

2018 年　第１回 定例県議会

地方創生の成果を示す取組みを

５年連続プラス（前年度比＋7,139百万円）

一般会計総額：6,169億4,500万円
積極型予算が成立

交通安全対策特別
交付金等 0.2%

県債 11.5%

国庫支出金 15.1%

地方交付税 27.1%

地方譲与税 3.3%
使用料及び
手数料等 2.1%

諸収入 9.3%

繰入金 3.8%

地方消費税
清算金 7.2%

県税 20.4%

2018年度歳入
616.945
　　　　（百万円）

依
存
財
源

自
主
財
源

42.8％57.2％

予備費 0.03%議会費 0.19%
労働費 0.37%
災害復旧費 2.41%

総務費 4.18%

警察費 4.46%

保健環境費 5.60%

商工費 8.04%

農林水産業費 8.20%

諸支出金 8.87%
福祉生活費 10.40%

土木費 13.26%

公債費 13.46%

教育費 20.53%

2018年度歳出
616.945
　　　　（百万円）

［部門別構成割合］

2018年度大分県一般会計予算



　

三
月
十
四
日
、
本
年
第
一
回

定
例
県
議
会
に
て
、
私
は
次
の

八
項
目
に
関
す
る
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

〈
質
問
項
目
〉

一
．
海
外
戦
略
に
つ
い
て

①
次
期
海
外
戦
略

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
情
報
発
信

③
瀬
戸
内
航
路

二
．
大
友
宗
麟
公
と
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
に
つ
い
て

①
大
友
宗
麟
公
の
大
河
ド
ラ
マ
化

②
豊
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
化

三
．
大
分
市
中
心
部
の
交
通
渋

滞
対
策
つ
い
て

四
．「
ゲ
ー
ム
障
害
」に
つ
い
て

五
．「
ジ
ビ
エ
」利
用
の
普
及
拡

大
に
つ
い
て

－

次
期
海
外
戦
略
に
つ
い
て

－

　（
木
田
）
人
口
減
少
社
会
に

入
り
、
本
県
も
含
む
九
州
経
済

圏
の
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小

し
て
い
く
な
か
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
付
加
価
値
の
拡
大
を
図

り
、
企
業
収
益
を
増
加
さ
せ
る

た
め
に
は
、
成
長
す
る
ア
ジ
ア

を
は
じ
め
と
し
た
海
外
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
輸
出
強
化
な
ど
大

分
の
モ
ノ
を
県
外
は
も
と
よ

り
、国
外
の
方
に
販
売
、消
費
し

て
も
ら
う
地
産
外
商（
消
）
の

取
組
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
政
府
発
表
の
速
報

に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
の

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

二
八
六
〇
万
人
を
超
え
、
訪
日

外
国
人
旅
行
消
費
額
に
つ
い
て

は
、
年
間
で
四
兆
円
を
超
え
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
、
外
国
人
旅
行
客
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
と
言
わ
れ

る
東
京
、京
都
、大
阪
へ
集
中
す

る
旅
行
形
態
か
ら
、
地
方
分
散

型
へ
移
行
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
な
か
、
い
か
に
し
て
大
分

県
へ
誘
客
を
図
る
か
が
今
後
極

め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
県
内
経
済
の
浮
揚
に

向
け
、多
様
な
観
光
資
源
、優
れ

た
農
林
水
産
品
、
ま
た
そ
れ
を

原
材
料
と
し
た
加
工
品
も
豊
富

な
本
県
に
と
っ
て
、
海
外
戦
略

の
推
進
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
県
の
策
定
し
て
い
る

「
大
分
県
海
外
戦
略
」
は
来
年

度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

戦
略
を
策
定
す
る
の
は
行
政
で

す
が
、
民
間
サ
イ
ド
の
理
解
と

実
践
が
な
け
れ
ば
、
前
に
進
み

づ
ら
い
状
況
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　
海
外
戦
略
に
対
す
る
現
段
階

の
達
成
状
況
を
踏
ま
え
、
次
期

海
外
戦
略
の
策
定
に
対
す
る
考

え
と
、
今
後
の
推
進
に
向
け
た

知
事
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
（
答
弁
：
知
事
）
次
期
海
外

戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

海
外
と
の
人
や
物
の
交
流
が
大

変
盛
ん
に
な
っ
た
実
績
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
海
外
情
勢
を
巡
る

環
境
変
化
も
見
定
め
ま
す
。

　
「
安
心
・
活
力
・
発
展
プ
ラ

ン
２
０
１
５
」
の
政
策
・
施
策

を
ベ
ー
ス
に
、
現
行
戦
略
の
四

つ
の
柱
に
基
づ
く
取
組
を
更
に

加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
開
催
の
レ
ガ
シ
ー
な

ど
、
県
内
の
新
た
な
要
素
に
つ

い
て
も
考
慮
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
次
期

戦
略
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

は
、
農
林
水
産
物
や
加
工
品
の

一
層
の
輸
出
拡
大
、
留
学
生
Ｏ

Ｂ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
企
業
の
増

加
、
ア
ジ
ア
に
加
え
欧
米
・
大

洋
州
か
ら
の
誘
客
を
強
化
す
る

こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

の
充
実
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
変
化
の
激
し
い

国
際
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、

海
外
の
成
長
を
取
り
込
み
つ

つ
、
と
も
に
発
展
す
る
大
分
県

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
木
田
の
提
案
）
と
り
わ
け
観
光
産
業

は「
二
十
一
世
紀
最
大
の
産
業
」
と

言
わ
れ
、
裾
野
の
広
く
付
加
価
値
の

高
い
産
業
の
展
開
が
期
待
で
き
る
分

野
で
す
。
他
県
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
海
外
戦
略
の
推

進
を
求
め
ま
す
。

防災
メモ

木田昇の
防災士

－ 大切な教訓「釜石の奇跡」 －
　東日本大震災から７年が経ちました。
岩手県の釜石市内の小中学校では、あの
大惨事の８年前から、片田敏孝（現：東
京大学情報学環特任教授）さんの指導
による地震避難訓練が繰り返し実施さ
れていました。

　そして、2011年３月11日の地震発生
後、釜石市の全児童・生徒計約３千人は
即座に避難を開始し、生存率99.8％と
いう結果につながりました。これが「釜
石の奇跡」と呼ばれ、今日まで語り継が
れています。

　先日、その片田先生のお話を伺う機会が
ありました。その教えは、「津波避難の三
原則」（①想定にとらわれるな、②最善を
尽くせ、③率先避難者たれ）です。

　災害は人の想像を超えた規模で起こ
り得るもの。「ここなら安全」とたかを
くくらず逃げられるところまで逃げる。
誰かが逃げ始めないと周りの人も逃げ
ようとしないので、まず自分が逃げる。
忘れてはならない教訓です。

木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

“大分県議会議員
木田昇 ”で検索

「http://oita-kida.net/」

＊県民クラブHPはコチラ
　（http://www.oct-net.ne.jp/shakai-1/）

公式ホームページ＆ブログ

最近の動き
１月
▷新年互礼会、新春懇談会、消防出初式
▷土木建築委員会県内所管事務調査（大分川ダム、津久見）
▷庄の原佐野線（元町・下郡工区）開通式典
10年の歳月を経て待望
の「宗麟大橋」も開通

▷大分大学大学院経済学研究科特別講座
▷NPO法人大友氏顕彰会新年の集い
▷ラグビーＷ杯大分開催協議会公認チームキャンプ地

応募自治体調査（別府市・実相寺グラウンド）
国際大会「スーパーラ
グビー」に参戦の日本
チーム「サンウルブス」
が合宿で使用

▷エンジン01文化戦略会議 in 大分
▷大分大学大学院イノベーティブ経済セミナー
▷「米軍基地の整理・縮小」と「日米地位協定の抜本的

見直し」を実現する日出生台集会（玖珠町）

２月
▷県立芸術文化短期大学美術科卒業・修了制作展
▷自治研センター学習会
▷自治体向けICT推進セミナー大分
▷大分川ダム湛水式
▷第30回県警ふれあいコンサート

▷県民クラブ所管事務調査（大分大学減災・復興デザ
イン教育研究センター）

▷ラグビーＷ杯2019における大分県への誘客、観光
施策、農業施策に関する調査（大洋州３国）
大分スタジアムでの試
合に出場するオセアニ
アの３国を訪問（写真：
オーストラリアラグ
ビー協会）

▷県議会議員出前講座（中津市・中津中学校）
▷トヨノホシ麦踏み体験＆焼酎仕込み見学（豊後大野市）
▷2018年第1回定例県議会開会
▷南太平寺町内会自主防災訓練

町内から234人の住民
が参加（日頃からの備え
と訓練が大切です）

３月
▷連合大分春季生活闘争総決起集会
▷県議会政策勉強会
▷春闘街頭宣伝行動（トキハ前交差点）
▷県議会スポーツ議員連盟総会
▷県議会革新的技術活用特別委員会
▷県議会ラグビーＷ杯大分開催協議会
▷2018年第１回定例県議会閉会

紙面の都合上、質問と答弁のすべてを紹介できず、申し訳ご
ざいません。なお、県議会HPにて過去分も含め、一般質問
の全録画を視聴できます。
（「http://www.oita-pref.stream.jfit.co.jp/」

→「議員から選ぶ」→「木田昇」を選択）

県議会ホームページにて
一般質問の中継録画を視聴できます

2018 年第一回
定例県議会
一般質問・答弁

詳細はHPから 大分県議会 検索

来
年
の
秋
、
世
界
三

大
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
一

つ
、「
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
」

が
日
本
で
開
催
さ

れ
、
大
分
で
は
予
選

三
試
合
、
準
々
決
勝
二
試
合

の
計
五
試
合
が
行
わ
れ
ま
す

▼
県
議
会
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
も
務
め
て

お
り
、
昨
年
十
二
月
の
県
議
会

で
の
決
定
に
よ
り
、
大
分
で
の

試
合
に
出
場
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
へ
派
遣
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
▼
詳
細
は
県
議
会
の
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
報
告
書

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
ど
の

国
の
方
も
Ｗ
杯
を
機
会
に
ぜ
ひ

日
本
を
訪
れ
た
い
と
の
思
い
の

よ
う
で
し
た
▼
先
般
の
知
事

記
者
会
見
に
よ
る
と
、Ｗ
杯
開

催
経
費
は
当
初
見
込
み
（
十

五
億
円
余
）
の
三
倍
以
上
と
な

る
約
四
十
九
億
円
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
対
す
る
経
済
波
及

効
果
は
二
五
三
億
円
と
試
算

さ
れ
て
い
ま
す
（
税
収
が
ど
れ

だ
け
増
え
る
か
は
不
明
で
す
）

▼
今
議
会
の
一
般
質
問
で
私
も

発
言
し
ま
し
た
が
、Ｗ
杯
が
単

な
る
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
会
レ
ガ

シ
ー
（
遺
産
）
が
、
目
に
見
え

る
も
の
と
な
っ
て
県
経
済
の
活

性
化
や
県
民
所
得
の
向
上
へ
と

つ
な
が
る
の
か
が
問
わ
れ
ま
す

▼
す
で
に
Ｗ
杯
開
催
の
経
験
の

あ
る
豪
州
や
Ｎ
Ｚ
は
、
大
会
レ

ガ
シ
ー
が
息
づ
く
街
で
賑
い
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
両
国
と
も

長
期
休
暇
を
毎
年
と
る
の
が
当

た
り
前
の
よ
う
で
、日
本
の「
働

き
方
改
革
」
と
は
雲
泥
の
差
が

あ
る
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

竹の子記


